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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
緋
弾
の
ア
リ
ア
 

ー
Ｓ
ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
 

ｏ
ｆ
 

ｓ
ｉ
ｘ
ー

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
９
９
２
Ｂ
Ａ

【
作
者
名
】

　
Ｍ
ａ
ｕ
ｒ
ｏ
ｓ

【
あ
ら
す
じ
】

　
イ
ラ
ク
戦
争
へ
身
を
投
じ
て
い
た
宮
本
隷
武
偵
。
任
務
を
終
え
て
日
本
に
戻

れ
い

る
が
、
武
偵
高
で
ど
こ
か
自
分
と
似
た
遠
山
キ
ン
ジ
と
双
剣
双
銃
の
ア
リ
ア
と

カ
ド
ラ

出
会
う
。

そ
の
せ
い
で
隷
は
様
々
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
・
・
・
！
？

自
分
が
守
る
も
の
と
は
？

世
界
観
の
違
い
が
関
係
に
亀
裂
を
生
む
！
？
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そ
し
て
双
剣
双
銃
と
二
刀
流
の
６
振
り
が
生
む
結
末
は
！
？
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
（
前
書
き
）

自
分
Ｍ
ａ
ｕ
ｒ
ｏ
ｓ
の
第
２
作
目
で
す
。

こ
の
先
、
空
（
緋
弾
の
ア
リ
ア
 

【
 

零
 

】
）
と
の
接
点
は
な
い
つ
も
り
で

す
。

同
時
進
行
で
す
が
め
っ
ち
ゃ
頑
張
り
ま
す
＿
φ
（
・
＿
・
；
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ

「
ー
ー
ー
敵
部
隊
増
援
く
る
ぞ
！
！
！
」

「
了
解
！
」

ガ
チ
ャ
ッ
、
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
！
！

ダ
ン
ッ
、
ダ
ン
ッ
、
ダ
ン
ッ
！
！

人
は
何
故
戦
う
？

「
３
斑
は
右
翼
の
障
害
物
か
ら
ま
わ
り
こ
ん
で
、
で
き
る
だ
け
接
近
し
て
叩
け

！
！
」

「
了
解
！
」
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タ
ー
ー
ー
ー
ン
ッ
！
！
！

「
グ
ッ
！
？
・
・
う
お
っ
・
・
・
！
！
」

「
中
尉
殿
！
！
」

「
か
ま
う
な
ぁ
！
！
い
け
っ
っ
！
！
！
」

「
し
か
し
・
・
・
！
」

「
い
け
ぇ
ぇ
ぇ
っ
っ
！
！
！
！
命
令
だ
ッ
ッ
！
！
」
」

「
・
・
・
！
・
・
了
解
・
・
・
！
」

傷
が
つ
く
だ
け
だ
ろ
う
？

身
体
に
も
、
大
地
に
も
、
国
に
も
、
心
に
も
。
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「
く
そ
っ
・
・
！
」

ひ
ゅ
ん
っ
！
ざ
し
ゅ
っ
！
！

駆
け
る
、
駆
け
る
。

逃
げ
る
よ
う
に
。

向
か
う
先
に
は
敵
、
敵
、
敵
。
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駆
け
る
、
駆
け
る
。

戦
う
た
め
に
。

ガ
チ
ャ
ッ
、
ダ
ダ
ダ
ッ
！
ダ
ダ
タ
ッ
！
ダ
ダ
ダ
ッ
！

「
死
ね
ぇ
っ
！
！
」

最
期
の
言
葉
は
誰
に
聞
か
れ
る
こ
と
も
な
く
消
え
て
い
く
。

家
族
に
も
、
愛
人
に
も
。
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「
横
田
！
無
茶
だ
！
！
」

「
い
け
る
！
強
行
突
破
し
か
な
・
・
・
」

 
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ッ
！
！
 
 
 

「
ゴ
グ
ぁ
っ
！
！
ガ
ハ
ァ
ッ
！
！
」

ド
サ
ッ

「
横
田
ぁ
ッ
ッ
！
！
」

戦
場
で
初
め
て
会
っ
て
、
銃
を
向
け
あ
い
、
弾
丸
を
身
体
め
が
け
て
放
ち
合
う
。

こ
こ

そ
の
た
び
に
誰
か
が
消
え
て
い
く
。
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ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
！
！
！

ー
ー
ヒ
ュ
ル
ル
ル
…

「
！
！
」

「
Ｒ
Ｐ
Ｇ
！
！
！
伏
せ
ろ
！
！
」

ー
ー
間
に
合
わ
な
い
。

「
ー
ー
ー
俺
が
落
と
す
！
！
」

タ
タ
タ
ッ
ダ
ン
ッ
！
！

跳
ぶ
。

刀
を
振
り
下
ろ
す
ー
ー

キ
ン
ッ
！
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が
し
ゃ
が
し
ゃ
！

「
Ｇ
Ｊ
宮
本
！
！
ナ
イ
ス
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
！
！
」

「
無
駄
口
叩
く
な
。
佐
久
間
。
そ
れ
に
体
制
も
っ
と
低
く
し
ろ
。
狙
撃
斑
に
殺

ス
ナ
イ
パ
ー

ら
れ
た
い
の
か
。
」

「
へ
ー
へ
ー
。
お
前
に
言
わ
れ
た
く
な
い
が
な
」

ダ
ン
ダ
ン
ダ
ン
ッ
！
！

ド
ン
ッ
！
ド
ン
ッ
！
！
ド
ン
ッ
！
！

ダ
ダ
ダ
ダ
ッ
！
ダ
ダ
ダ
ッ
！
・
・
・
・

『
ー
ー
ー
ー
ガ
ガ
ッ
・
・
ガ
ッ
・
・
・
・
宮
本
、
Ｇ
地
区
制
圧
完
了
だ
。
』
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「
・
・
・
よ
し
。
」

駆
け
る
、
駆
け
る
。

戦
う
た
め
に
。

「
Ｇ
地
区
制
圧
完
了
！
！
！
！
」
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守
る
た
め
に
。

ら
し
い
な
。
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ー
イ
ラ
ク
最
前
線
基
地
ー

「
お
う
宮
本
ぉ
！
早
く
し
ろ
ぉ
！
遅
い
ぞ
ぉ
！
国
に
帰
る
ぞ
ぉ
！
！
！
」
」

「
・
・
・
朝
か
ら
う
る
せ
ー
な
佐
久
間
。
」

俺
は
宮
本
 

隷
。

れ
い

イ
ラ
ク
最
前
線
特
攻
精
鋭
部
隊
第
３
斑
所
属
。

階
級
は
・
・
・
な
い
。

何
故
な
ら
俺
ら
は
傭
兵
。

日
本
か
ら
は
る
ば
る
や
っ
て
き
た
武
偵
だ
。

・
・

イ
ラ
ク
に
来
て
１
１
ヶ
月
に
な
る
。

元
は
東
の
後
方
部
隊
に
所
属
し
て
い
た
が
あ
る
事
件
が
あ
り
、
そ
の
時
に
最
前

・
・

線
へ
狩
り
出
さ
れ
た
。

「
帰
る
っ
つ
っ
て
も
戦
場
が
変
わ
る
だ
け
だ
。
殺
れ
な
い
だ
け
で
そ
ん
な
変
わ
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ん
ね
ー
よ
。
」

日
本
か
ら
で
て
し
ま
え
ば
日
本
の
法
律
な
ど
関
係
な
い
。

だ
い
た
い
戦
場
で
「
殺
さ
な
い
で
戦
え
」
な
ん
て
言
わ
れ
た
ら
自
殺
も
ん
だ
が

な
。

「
は
あ
！
？
故
郷
に
帰
れ
て
嬉
し
く
な
い
の
か
！
？
」

「
別
に
。
」

「
別
に
・
・
・
・
っ
て
・
・
く
ぅ
～
！
お
前
な
ぁ
！
？
」

こ
い
つ
は
佐
久
間
鉄
也
。

う
る
さ
い
し
バ
カ
だ
し
空
気
読
め
な
い
し
・
・
・
。

し
か
し
戦
闘
に
お
い
て
は
頭
一
つ
、
い
や
頭
四
つ
も
五
つ
も
抜
け
て
い
や
が
る
。

「
お
前
帰
っ
た
ら
何
が
あ
る
と
思
っ
て
ん
だ
！
？
」

「
・
・
・
・
・
ま
さ
か
お
前
武
偵
高
で
の
学
園
ラ
イ
フ
と
か
言
う
ん
じ
ゃ
な
い

だ
ろ
う
な
？
」

「
ギ
ク
」

「
バ
カ
だ
。
お
前
は
」
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ち
な
み
に
も
う
一
つ
。
俺
ら
は
１
６
歳
。

日
本
で
は
高
校
２
年
生
だ
。

「
な
ん
で
だ
よ
ー
！
だ
っ
て
入
学
し
て
す
ぐ
こ
っ
ち
来
た
か
ら
何
も
し
て
ね
ー

じ
ゃ
ん
！
高
校
生
活
に
は
憧
れ
て
た
ん
だ
ぜ
俺
は
！
！
」

「
あ
ー
そ
ー
か
い
そ
ー
か
い
。
ほ
ら
、
行
く
ぞ
。
準
備
終
わ
っ
た
よ
。
」

「
へ
ー
へ
ー
」

俺
ら
は
特
に
何
も
入
っ
て
な
い
軽
い
バ
ッ
グ
と
、
そ
れ
よ
り
重
い
銃
器
と
日
本

・
・

・

・

刀
を
担
い
で
空
港
へ
向
か
っ
た
。

ー
ー
ー
も
う
こ
こ
に
は
こ
れ
な
い
ん
だ
な
。

「
・
・
・
佐
久
間
。
」

「
あ
あ
。
」

俺
ら
は
基
地
を
出
て
戦
場
の
方
向
に
向
か
い
、
胸
に
手
を
当
て
た
。



16

じ
ゃ
あ
な
、
戦
友
た
ち
。

成
仏
し
ろ
よ
。

ふ
い
に
風
が
吹
き
、
髪
を
揺
ら
す
。

ー
ー
あ
あ
、
じ
ゃ
あ
な
。

声
が
聞
こ
え
た
気
が
し
た
。

俺
ら
は
空
港
で
飛
行
機
に
乗
り
、
戦
場
を
飛
び
立
っ
た
。

戦
友
を
こ
の
地
に
残
し
て
。
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ー
第
１
５
期
戦
争
特
別
加
担
兵
ー

ア
メ
リ
カ

ロ
イ
・
ア
レ
ッ
ク
ス
 
 
 
 
 
 
 

国
軍
兵
 
 
 
 
 
 
 
 

戦
死

ク
ラ
ー
ク
・
カ
フ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国
軍
兵
 
 
 
 
 
 
 
 

戦
死

グ
レ
ー
・
ダ
ニ
ー
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国
軍
兵
 
 
 
 
 
 
 
 

行

方
不
明

ド
ナ
ル
ド
・
ス
ミ
ス
 
 
 
 
 
 
 

武
偵
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戦
死

カ
ナ
ダ

ジ
ム
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
 
 
 
 
 
 

国
軍
兵
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行
方
不
明

ジ
ョ
ン
・
ギ
ル
バ
ー
ト
 
 

武
偵
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戦
死
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日
本

宮
本
 

隷
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

武
偵
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生
存

横
田
 

晴
也
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

武
偵
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戦
死

佐
久
間
 

鉄
也
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

武
偵
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

生
存

葛
西
 

琢
磨
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自
衛
隊
員
 

 
 
 
 
 
 
 
 

行
方
不
明
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
（
後
書
き
）

あ
あ
忙
し
い
。
（
好
き
で
や
っ
て
る
ん
だ
け
ど
ね
。
）
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?
．
 

Ｓ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ
 

ｏ
ｆ
 

ｗ
ａ
ｒ
（
前
書
き
）

本
編
で
す
。

ど
う
ぞ
ｍ
（
．
＿
．
）
ｍ
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?
．
 

Ｓ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ
 

ｏ
ｆ
 

ｗ
ａ
ｒ

「
う
っ
め
ぇ
ぇ
ぇ
え
え
え
え
！
！
！
！
」

長
い
道
の
り
を
経
て
、
俺
た
ち
は
日
本
に
つ
い
た
。

成
田
か
ら
で
て
早
速
、
「
腹
減
っ
た
」
と
か
佐
久
間
が
言
い
出
す
か
ら
近
く
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
し
て
い
る
。

全
く
こ
い
つ
は
・
・
・

「
な
あ
、
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
よ
。
」

熱
々
の
ハ
ン
バ
ー
グ
を
頬
張
り
な
が
ら
佐
久
間
が
聞
い
て
来
た
。

「
・
・
・
何
を
だ
。
」

「
生
活
だ
よ
生
活
！
ど
こ
に
住
む
か
！
」

「
寮
じ
ゃ
な
い
の
か
？
」

「
お
い
お
い
！
」

フ
ォ
ー
ク
を
俺
に
向
け
て
く
る
。

「
今
な
ら
俺
ら
は
家
だ
っ
て
建
て
ら
れ
る
ん
だ
ぜ
！
？
そ
れ
を
寮
だ
っ
て
！
？
」

今
回
の
任
務
の
報
酬
は
５
０
０
万
。
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高
校
生
に
し
て
は
超
高
額
だ
。

「
お
前
は
家
立
て
る
為
に
戦
争
行
っ
た
の
か
？
・
・
・
だ
い
た
い
５
０
０
万
じ

ゃ
ろ
く
な
家
建
て
ら
ん
な
い
だ
ろ
。
俺
は
そ
ん
な
事
に
つ
か
わ
ね
ぇ
よ
」

「
じ
ゃ
あ
何
に
使
う
ん
だ
？
」

「
・
・
・
こ
れ
か
ら
考
え
る
。
」

「
お
前
こ
そ
何
し
に
行
っ
た
ん
だ
！
！
」

そ
ん
な
や
り
取
り
の
間
で
も
手
は
止
ま
ら
ず
、
５
分
弱
で
ハ
ン
バ
ー
グ
定
食
を

平
ら
げ
た
。

俺
も
少
し
遅
れ
て
こ
い
つ
と
同
じ
ハ
ン
バ
ー
グ
定
食
を
食
べ
終
わ
り
、
レ
ス
ト

ラ
ン
を
で
た
。

見
上
げ
れ
ば
所
狭
し
と
立
ち
並
ぶ
ビ
ル
群
。

ー
ー
ー
約
１
年
間
の
イ
ラ
ク
へ
の
遠
征
任
務
が
か
な
り
長
く
感
じ
ら
れ
る
。

街
並
み
は
そ
れ
程
変
わ
っ
た
様
子
は
な
い
が
、
自
分
の
中
で
は
か
な
り
変
わ
っ

た
気
が
す
る
の
は
戦
争
に
行
っ
て
自
分
の
心
境
が
変
わ
っ
た
だ
け
だ
ろ
う
。

「
・
・
・
・
・
戦
争
・
・
・
か
。
」
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「
ん
？
何
か
言
っ
た
か
？
」

「
何
で
も
な
い
。
武
偵
高
に
行
く
ぞ
。
」

「
・
・
・
横
田
か
？
」

「
・
・
・
・
」

横
田
晴
也
。
俺
ら
の
同
級
生
で
あ
り
、
仲
間
だ
っ
た
。

し
か
し
、
死
ん
だ
。
俺
の
目
の
前
で
。

無
理
に
強
行
突
破
を
試
み
て
失
敗
し
て
文
字
通
り
ハ
チ
の
巣
に
さ
れ
た
。

無
残
な
死
だ
っ
た
。

「
も
う
あ
そ
こ
で
の
事
は
忘
れ
ろ
。
過
去
を
悔
や
ん
で
も
仕
方
な
い
。
前
に
進

む
し
か
な
い
ん
だ
よ
。
」

・
・
・
こ
い
つ
は
た
だ
の
馬
鹿
か
と
思
え
ば
、
優
し
い
こ
と
も
言
え
る
し
、
こ

う
や
っ
て
人
を
励
ま
し
て
や
れ
る
。
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「
・
・
・
・
あ
あ
。
ス
マ
ン
。
あ
り
が
と
う
。
」

「
お
う
よ
。
」

照
れ
て
る
の
か
そ
っ
ぽ
を
向
い
て
い
る
。

ホ
ン
ト
わ
か
ら
ん
や
つ
だ
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ホ
テ
ル
を
と
っ
て
か
ら
、
俺
ら
は
武
偵
高
に
任
務
の
結
果
報
告
な
ど
仕
事
関
連

で
行
き
、
少
し
島
を
歩
い
て
み
た
。

「
こ
こ
で
２
年
間
過
ご
す
ん
だ
な
。
」

「
あ
あ
。
」

「
「
・
・
・
・
・
」
」

沈
黙
。

俺
は
普
段
か
ら
あ
ま
り
喋
ら
な
い
の
で
佐
久
間
が
静
か
な
だ
け
で
あ
る
。

た
ぶ
ん
、
こ
こ
が
楽
し
い
学
園
生
活
を
送
ろ
う
！
！
な
ん
て
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い

こ
と
を
思
い
出
し
た
の
だ
ろ
う
。
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そ
う
、
武
偵
。

日
々
凶
悪
化
し
て
い
く
犯
罪
に
対
抗
す
る
た
め
に
新
設
さ
れ
た
、
警
察
に
準
す

る
活
動
が
で
き
る
国
家
資
格
。

武
偵
高
は
そ
の
養
成
機
関
だ
。

し
か
し
、
た
か
が
高
校
生
に
拳
銃
持
た
せ
て
凶
悪
犯
と
戦
わ
せ
る
と
は
、
世
も

末
だ
な
。

だ
が
別
に
否
定
は
し
な
い
。

理
由
が
な
い
か
ら
。

「
帰
ろ
う
ぜ
！
！
」

佐
久
間
が
伸
び
を
し
な
が
ら
言
う
。

「
あ
あ
。
」

夕
陽
に
染
ま
る
学
園
島
を
あ
と
に
、
ホ
テ
ル
に
帰
っ
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

翌
日
。

俺
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
一
度
実
家
に
、
荷
物
を
取
り
に
帰
っ
た
。
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俺
の
家
族
は
父
、
母
、
自
分
の
３
人
家
族
。

父
は
剣
道
の
道
場
の
師
範
を
や
っ
て
い
る
。

母
は
そ
ん
な
父
と
対
象
に
通
訳
の
仕
事
で
世
界
を
回
っ
て
い
て
か
な
り
多
忙
の

よ
う
だ
。

ど
う
や
っ
て
こ
の
二
人
が
結
び
つ
い
た
の
か
は
、
全
く
謎
で
あ
る
。

そ
ん
な
こ
と
で
家
に
つ
い
て
も
誰
も
い
な
か
っ
た
。

鍵
は
い
つ
も
倉
庫
の
上
か
ら
二
番
目
の
段
の
籠
の
中
に
入
っ
て
い
る
か
ら
そ
れ

キ
ーで

家
に
は
い
る
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ん
て
あ
っ
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
。

普
通
の
和
風
ベ
ー
ス
の
一
軒
家
。
こ
の
家
ー
ー
ー
い
や
、
家
族
に
は
あ
る
事
情

・
・

が
あ
る
。

そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
武
偵
に
な
っ
た
の
だ
が
。

イ
ラ
ク
に
い
く
前
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
入
れ
て
ま
と
め
て
お
い
た
制
服
な
ど
の
荷

物
を
抱
え
、
さ
っ
さ
と
家
を
出
て
寮
へ
と
向
か
っ
た
。

佐
久
間
の
実
家
は
区
内
だ
か
ら
も
う
着
い
て
る
だ
ろ
う
。

寮
の
近
く
の
駅
で
降
り
、
改
札
を
抜
け
る
と
、
前
方
か
ら
く
る
も
の
に
ふ
と
目

が
留
ま
る
も
の
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
武
偵
高
の
制
服
を
着
て
い
る
女
子
。
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し
か
し
・
・
・

小
学
生
？

か
な
り
小
さ
い
。

緋
色
の
ツ
イ
ン
テ
ー
ル
を
揺
ら
し
な
が
ら
て
こ
て
こ
歩
く
姿
は
小
学
生
そ
こ
ら

に
し
か
見
え
な
い
。

し
か
し
、
顔
立
ち
は
か
な
り
良
く
、
日
本
人
離
れ
し
た
外
見
は
お
そ
ら
く
ハ
ー

フ
で
あ
ろ
う
。

そ
の
時
は
、
コ
ス
プ
レ
か
？
と
だ
け
思
っ
て
通
り
過
ぎ
た
の
だ
が
、
の
ち
に
こ

の
人
物
と
関
わ
り
を
持
つ
な
ど
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

暗
闇
。

何
も
見
え
ず
、
音
だ
け
が
聞
こ
え
て
く
る
。
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そ
れ
は
殺
戮
の
音
。

戦
争
の
音
。

「
ー
ー
ー
敵
部
隊
増
援
く
る
ぞ
！
！
！
」

「
了
解
！
」

ガ
チ
ャ
ッ
、
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
！
！

ダ
ン
ッ
、
ダ
ン
ッ
、
ダ
ン
ッ
！
！

人
は
何
故
戦
う
？

・
・
・
・
・
・
・
ま
た
か
・
・
・

「
３
斑
は
右
翼
の
障
害
物
か
ら
ま
わ
り
こ
ん
で
、
で
き
る
だ
け
接
近
し
て
叩
け
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！
！
」

「
了
解
！
」

タ
ー
ー
ー
ー
ン
ッ
！
！
！

「
グ
ッ
！
？
・
・
う
お
っ
・
・
・
！
！
」

「
中
尉
殿
！
！
」

「
か
ま
う
な
ぁ
！
！
い
け
っ
っ
！
！
！
」

「
し
か
し
・
・
・
！
」

「
い
け
ぇ
ぇ
ぇ
っ
っ
！
！
！
！
命
令
だ
ッ
ッ
！
！
」
」

や
め
ろ
・
・
・

ひ
ゅ
ん
っ
！
ざ
し
ゅ
っ
！
！

ガ
チ
ャ
ッ
、
ダ
ダ
ダ
ッ
！
ダ
ダ
タ
ッ
！
ダ
ダ
ダ
ッ
！

「
死
ね
ぇ
っ
！
」
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「
横
田
！
無
茶
だ
！
！
」

「
い
け
る
！
強
行
突
破
し
か
な
・
・
・
」

ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ッ
！
！
 

「
ゴ
グ
ぁ
っ
！
！
ガ
ハ
ァ
ッ
！
！
」

ド
サ
ッ

「
横
田
ぁ
ッ
ッ
！
！
」

ぐ
・
・
・
や
め
ろ
・
・
・
！
！

ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
！
！
！

ダ
ン
ダ
ン
ダ
ン
ッ
！
！

ぐ
わ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！

ド
ン
ッ
！
ド
ン
ッ
！
！
ド
ン
ッ
！
！

ぐ
お
っ
！
ぎ
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
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ダ
ダ
ダ
ダ
ッ
！
ダ
ダ
ダ
ッ
！

ハ
ハ
ハ
ハ
！
！
死
ね
ぇ
！
！
！
！

駆
け
る
、
駆
け
る
。

戦
う
た
め
に
。

や
、
や
め
て
く
れ
・
・
・
！
！

「
「
「
「
「
「
「
宮
本
」
」
」
」
」
」
」
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守
る
た
め
に
。

や
め
ろ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
お
お
ぉ
ぉ
ぉ
お
ぉ
お
！
！
！
！
！

「
ー
ー
ー
っ
！
！
！
」

ガ
バ
ッ
！

「
・
・
・
は
ぁ
・
・
は
ぁ
・
・
・
・
く
そ
・
・
・
」

ー
ー
ー
日
本
に
帰
っ
て
３
日
目
の
朝
。

ま
た
同
じ
夢
だ
。

何
度
も
み
て
、
俺
を
苦
し
め
た
。

暗
闇
。

何
も
見
え
ず
、
淡
々
と
戦
争
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。

・

銃
器
が
火
を
吹
く
音
。
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生
身
の
肉
が
刀
に
切
り
裂
か
れ
る
音
。

殺
戮
兵
器
が
飛
び
交
う
音
。

そ
し
て
、

銃
弾
に
倒
れ
る
戦
友
た
ち
の
悲
鳴
。

気
が
狂
い
そ
う
に
な
る
の
を
抑
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
か
だ
か
夢
だ
・
・
・
そ
う
言
い
聞
か
せ
る
。

寝
汗
を
拭
い
て
時
計
を
見
る
と
、

！
・
・
７
時
４
５
分
・
・
・
！
！

昨
日
調
べ
て
お
い
た
近
く
の
バ
ス
停
は
７
時
４
５
分
発
だ
。

「
再
登
校
早
々
遅
刻
は
ね
え
よ
な
・
・
・
！
佐
久
間
！
！
起
き
・
・
・
！
」

佐
久
間
の
姿
は
そ
こ
に
は
な
い
。

と
っ
く
に
行
っ
た
よ
う
だ
。

あ
の
や
ろ
う
・
・
・

鞄
を
ひ
っ
つ
か
ん
で
朝
飯
は
食
べ
ず
に
部
屋
を
出
て
ー
ー
お
っ
と
。
忘
れ
て
い

た
。
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拳
銃
、
日
本
刀
を
装
備
し
て
ま
た
部
屋
を
出
る
。

ホ
テ
ル
か
ら
登
校
？
し
か
も
凶
器
ぶ
ら
下
げ
て
？
と
い
う
視
線
を
感
じ
る
が
お

構
い
な
し
だ
。

・
・
・
交
通
機
関
は
何
も
な
い
の
に
ど
う
す
る
？

全
力
ダ
ッ
シ
ュ
。

そ
れ
し
か
な
い
だ
ろ
。

・
・
・
遅
刻
だ
ろ
う
が
な
。

ー
ー
ー
生
涯
。

生
涯
、
俺
は
こ
の
遅
刻
を
悔
や
む
だ
ろ
う
。

何
故
な
ら
、
神
崎
・
Ｈ
・
ア
リ
ア
と
遠
山
キ
ン
ジ
に
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ

か
ら
。
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?
．
 

Ｓ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ
 

ｏ
ｆ
 

ｗ
ａ
ｒ
（
後
書
き
）

戦
争
っ
て
な
ん
な
ん
だ
ろ
う
ね
。

い
ろ
い
ろ
あ
る
の
は
わ
か
る
け
ど
さ
。

お
か
し
い
よ
ね
。
絶
対
。

ゲ
ー
ム
は
楽
し
い
け
ど
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

緋弾のアリア ーSword of sixー
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